階層型ベイズ推定モデルを用いた画像特徴の解析 by 有田 洋
修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
研究科・専攻 電気通信大学大学院 情報理工学研究科 総合情報学専攻 博士前期課程 
氏    名 有田 洋 学籍番号 1030006 
論 文 題 目 階層型ベイズ推定モデルを用いた画像特徴の解析 
 要  旨 
近年，画像認識技術は様々な分野に普及しており，その精度の向上が強く求められている．画像認識は一般的
に特徴抽出と認識の2つが重要な要素であるとされ，認識精度もこれら2つに依存するとされている．特徴抽出手
法は様々なものが提案されているが，それらの多くが画像依存の手法であり，あらゆる画像に対して普遍的に有
効なものがあるわけではない．  
従来の特徴抽出モデルでは，画像の持つ情報を如何にして抽出するかが重要視されていたが，現在，画像の生
成過程を重要視する，生成モデル的な考え方が特徴抽出の分野に導入されつつある．画像の生成過程を探るため
に取り入れられているモデルとして，階層モデルが挙げられる．階層モデルとは，従来のモデルを複数重ねたよ
うな，多階層構造のモデルであり，一般的な画像の生成モデルとして研究されつつある． 
本研究では，この多階層構造を持つモデルに着目し，中でも Lewicki らによって提案された階層型ベイズモデ
ルを検証した．また，応用例として，医療用のCT画像に対するモデルの適用を検証した．医療用CT画像は一般的
な自然画像とは大きく異なる性質を持つため，階層モデルの自然画像以外への応用可能性を検証するためには有
意である． 
 
画像が持つ特徴を適切に表現し，抽出することは，パターン認識などを行う上で重要であるとされている． 
従来の線形モデルは，画像を基底とそれにかかる係数の和の形という，単純な式で表現できる利点を持っていた
が，単純な構造ゆえ表現できる画像特徴には限界があると指摘されている． 
それに対して階層型モデルは，線形モデルの基底にかかる係数の分布をコントロールする成分を上位階層に仮
定することで，従来モデルでは捕捉することが困難だった，空間的な広がりを持つ画像特徴であるテクスチャパ
ターンなども捕捉できるようになると指摘されている． 
 
本研究では階層型ベイズモデルを用いて画像の特徴表現モデルを構築し，画像特徴を抽出するには従来の線形
モデルと階層モデルのどちらに利があるかを検証する実験を行ったところ，従来の線形モデルによって得られる
特徴量よりも次元を抑え，認識精度の安定が望めるなど，幾つかの利点を見出すことができた． 
 
 
